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(第3章),ヤシ (第4章), タケ (第5章),草本





いては,多様性と進化 (第 11章),分布と生態 (第
12章) について独立した章を設けている｡ 以下,
鳥類 (第 13章),シロアリ(第 14章),森林棲鱗題
目(第 15章),淡水生物 (第 16章),の章がっづき,
第 17章では動物保護の戦略について論じる｡
最終章の章題は ｢森の人々｣｡オラン･アスリの




















































リオグラフィーとして役立つ｡ The Ecology of
SumatrltZやその姉妹書を, そのように利用してい
る研究者は多いのではないだろうか｡この点本書
は,文献の選考 ･取捨に担当した研究者の興味,
関心がそのまま反映されており,よくまとまって
いる反面,参照 ･引用している文献にかたよりを
生じている｡少数のスタッフが専門をこえて作業
にあたったTheEcologyofSumatraなどの方が
文献に関してはよく網羅されている｡
第2点は,動植物の分布 ･生態を, 人為による
撹乱のない,いわゆる自然の状況下でのみ扱って
いることである0本シリー ズの誼い文句に,環境
の急激な変化に対する自然保護活動の理論的根拠
をもとめること, とある｡ とすれば,天然林での
研究ばかりでなく,人為の影響を受けた2次林で
の研究も多くとりあげたほうがよかったのではな
いだろうか｡つまり,人為的な擾乱,環境破壊に
対して,個々の種がどのように反応し,分布を変
えていったのか, その結果,動植物相がどう変化
したのか, さらには,携乱のあとどのように動植
物相が再生 ･回復してゆくのか,そのような動的
な研究の成果に,環境すなわち生態系の保全を考
える上でのヒントが多くあるように思える｡
(阿部健一 ･東南ア研)
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